
科目名 

（2単位） 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-コミュニティ（埼玉）」 

自立と社会福祉：生活困窮者への埼玉県アスポート学習支援  

日 程 

フィールド

（2021年度） 

秋学期 ：金曜日・5限（17：10～18：50） 

事前学習：9/24、10/1、10/8、10/15（全4回） 

現地活動：10月中旬～12月中旬の期間内（原則）で計8回（1回2時間）の活動 

事後学習：12/17、2022/1/7、1/14、1/21（全4回） 

〈フィールド：受け入れ先〉 

埼玉県内におけるアスポート学習支援事業（教室） 

：一般社団法人 彩の国子ども・若者支援ネットワーク（通称：アスポート） 

担当者 田中 聡一郎（兼任講師） 

履修者定員 15名 

内 容 

 厚生労働省によると、日本で貧困状態にある子どもの割合は、現在7人に 1人と

いわれている。特に相対的貧困として語られる日本の社会状況では、子どもの貧困

は可視化することが難しく、様々な事情から学びたいのに学べない、学ぶ意欲が持

てない子どもたちが社会から置き去りにされている現実がある。 

この授業では、サービスラーニングの手法に基づきながら埼玉県内の生活困窮世

帯に暮らす、主に中学生の学習支援事業への参加を通じて日本の社会保障制度の中

心的政策のひとつである生活保護制度の運用実態に触れるとともに、貧困と格差、

社会的包摂等を巡る諸問題についての理解を深めることを目標としている。 

学内での事前学習では、生活保護制度や子どもの貧困について学習し、学外での

活動として、一般社団法人彩の国子ども･若者支援ネットワーク（通称：アスポート）

が主催する学習支援事業に、学習指導員として履修者が参加する。また、事後学習

として、アスポートのスタッフの方を交えた学びの報告会を実施し、学生と活動先、

それぞれの立場からみえたことを言語化し共有する。 

 

 ※COVID-19 感染拡大の影響により、事前学習は社会状況もみながらオンラインと対面を併用し

ながら実施。現地活動として参加する学習支援事業と事後学習は対面で実施した。 

 
 

Ⅲ．立教サービスラーニング（RSL）実践系科目の現在 

 

2021年度 立教サービスラーニング（RSL）実践系科目一覧 

 

科目名 

（2単位） 

全学共通科目 「多彩な学び（知識の現場）」科目群 

「RSL-コミュニティ（池袋）」 

多文化共生と相互連帯 

日 程 

フィールド 

（2021年度） 

秋学期 ：集中（金曜日3限以降：13：25～15：05） 

事前学習：9/24、10/1、10/8、10/15（全4回） 

現地活動：10月下旬～12月中旬の期間内（原則）インタビュー調査 

事後学習：12/17、2022/1/7、1/14、1/21（全4回） 

フィールド：豊島区（池袋地域） 

担当者 後藤 隆基（兼任講師） 

履修者定員 20名 

内 容 

豊島区は、「東アジア文化都市 2019」の国内都市に選ばれ、池袋を中心にまちづ

くりも大きな国際化の流れの中にある。また、2018 年度に池袋キャンパスは開学

100 周年という節目を迎え、新たな地元との関係づくりに内外から期待が寄せられ

ている。 

この授業では、外国籍住民も増え続けているなど急速にグローバル化を伴う変貌

をとげている池袋をフィールドとして、「多文化共生と相互連帯」というテーマに取

り組む。池袋を主なフィールドに、多様な文化的背景を持つ住民の生活の中にある

諸問題を「歴史・記憶」「次世代・子育て」「芸術・文化」の3領域から「見える化」

し、住民との協同を通じて改善を図るための方法論を主体的かつ具体的に計画しな

がら、相互連帯の仕組みにつながるアプローチを考えていく。活動中は、豊島区（池

袋地域）で活動する方々との対話（インタビュー等）を通じて、「池袋キャンパス」

という存在が、地域社会の中で果たしうる役割についても考える。 

※本科目で実施したインタビューの記録は、『2021 年度 立教大学 立教サービスラーニング

（RSL）センター 「RSL-コミュニティ（池袋）」活動報告書―学生インタビュー記録集―』

（2022年 3月31日発行）としてまとめている。 

※COVID-19感染拡大の影響により、事前・事後学習は社会状況もみながらオンラインと対面を

併用しながら実施。現地活動（インタビュー）は対面で実施した。 

※11/26（金）17：10～19：50に、現地活動（インタビュー）にゆかりのある場所をめぐりなが

ら、池袋地域の歴史や文化を学び知ることを目的とした「池袋フィールド散策」を実施した

（学生任意参加）。 
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科目名 

（2単位） 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-コミュニティ（埼玉）」 

自立と社会福祉：生活困窮者への埼玉県アスポート学習支援  

日 程 

フィールド

（2021年度） 

秋学期 ：金曜日・5限（17：10～18：50） 

事前学習：9/24、10/1、10/8、10/15（全4回） 

現地活動：10月中旬～12月中旬の期間内（原則）で計8回（1回2時間）の活動 

事後学習：12/17、2022/1/7、1/14、1/21（全4回） 

〈フィールド：受け入れ先〉 

埼玉県内におけるアスポート学習支援事業（教室） 

：一般社団法人 彩の国子ども・若者支援ネットワーク（通称：アスポート） 

担当者 田中 聡一郎（兼任講師） 

履修者定員 15名 

内 容 

 厚生労働省によると、日本で貧困状態にある子どもの割合は、現在7人に 1人と

いわれている。特に相対的貧困として語られる日本の社会状況では、子どもの貧困

は可視化することが難しく、様々な事情から学びたいのに学べない、学ぶ意欲が持

てない子どもたちが社会から置き去りにされている現実がある。 

この授業では、サービスラーニングの手法に基づきながら埼玉県内の生活困窮世

帯に暮らす、主に中学生の学習支援事業への参加を通じて日本の社会保障制度の中

心的政策のひとつである生活保護制度の運用実態に触れるとともに、貧困と格差、

社会的包摂等を巡る諸問題についての理解を深めることを目標としている。 

学内での事前学習では、生活保護制度や子どもの貧困について学習し、学外での

活動として、一般社団法人彩の国子ども･若者支援ネットワーク（通称：アスポート）

が主催する学習支援事業に、学習指導員として履修者が参加する。また、事後学習

として、アスポートのスタッフの方を交えた学びの報告会を実施し、学生と活動先、

それぞれの立場からみえたことを言語化し共有する。 

 

 ※COVID-19 感染拡大の影響により、事前学習は社会状況もみながらオンラインと対面を併用し

ながら実施。現地活動として参加する学習支援事業と事後学習は対面で実施した。 
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科目名 

（4単位） 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-グローバル（SDGs）」 

ローカル問題はグローバル課題：SDGs未来都市の陸前高田市と国連機関  

日 程 

フィールド 

（2021年度） 

秋学期  ：集中 

事前学習 ：5/15（土）、6/5（土）、7/3（土） 

（土曜日・3～4限/13：25～17：00、全3回） 

現地活動①：[岩手県陸前高田市]8/1（日）～8/8（日）：8日間 

現地活動②：[国内および海外の国連機関]8/23（月）～8/25（水）：3日間 

事後学習 ：10/2（土）14：00～16：00（全1回） 

〈フィールド：受入れ先〉 

岩手県陸前高田市 

国内および海外の国連機関（東京都内駐日事務所、NY国連本部等） 

担当者 村上 清（客員教授） 

履修者定員 10名 

内 容 

この授業では「持続可能な開発目標（SDGs）」に代表されるように、私たちの身の

周りの問題が、世界各地に共通する課題でもあることを理解し、ローカルとグロー

バル双方の視点を持った思考を養うことを目指している。あわせて将来のキャリア

として、国際機関で働くことを考える機会とする。 

ローカルを「岩手県陸前高田市」、グローバルを国内および海外の「国連機関」と

し、この2つのフィールドで活動する。陸前高田市では市が取り組んでいる「震災

復興」と「SDGs未来都市」事業を現地調査や第一次産業の体験活動を通じて学ぶ。

国連機関では、国内・海外の国連機関に勤務する国際公務員や外交官からの講義、

意見交換等を通じて、21世紀の世界が抱える諸問題を理解し、その解決方法を検証

する。 

 

 

※本科目では科目開設当初、岩手県陸前高田市及びアメリカ・ニューヨーク（NY国連本部）で

現地活動を行うことを想定していたが、COVID-19感染拡大の影響により現地を訪問すること

が困難となり、開講初年度の2020年度は休講となった。 

※2021 年度も COVID-19 感染拡大の影響が続いたため、岩手県陸前高田市及び国内・海外の国

連機関（東京都内駐日事務所、NY国連本部等）での現地活動と事前学習（全3回）をオンラ

インで実施した。 

 

科目名 

（2単位） 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-ローカル（南魚沼）」 

雪掘りと農村交流を通して持続可能な社会を考える    

日 程 

フィールド 

（2021年度） 

秋学期 ：集中 

事前学習：12/11（土）13：30～17：30（全1回） 

現地活動：2022/2/6（日）～2/9（水）：4日間 

事後学習：2021/2/24（木）13：00～16：00（全1回） 

〈フィールド：受入れ先〉 

新潟県南魚沼市清水集落・南魚沼市立栃窪小学校他：特定非営利活動法人ECOPLUS 

担当者 高野 孝子（客員教授） 

履修者定員 

10名 

※COVID-19影響下での科目運営となるため、2020年度の状況を鑑みて、オンライン対応等の可

能性を考慮し2021年度は履修者定員を15名から10名へと変更した。 

内 容 

この授業では過疎高齢化の進む農村での体験的な学習を通して、現代社会の構造

を知り、自然と人間の関係や本質的な豊かさについて問い直し、持続可能な社会の

実現について考えることを目標としている。現地活動は豪雪地帯（新潟県南魚沼市）

でのフィールドワークとなる。 

一般的に、除雪する作業は「雪かき」と呼称されているが、世界のなかでも最豪

雪地帯である南魚沼地域では「雪かき」のことを「雪掘り」と呼ぶ。同地域の真冬

の生活は厳しい自然との共存が求められ、それゆえに独特の文化が営まれている。

また、厳しさがある冬の生活の一方で、今なお自然豊かな南魚沼地域には四季折々

に移り変わる美しい景色と「食」の恵みがある。 

雪国で暮らすとはどういうことなのか、自然と共存した生活とは何か、コミュニ

ティの意味とは何か、伝統知や地域文化とは何か等について、雪堀り活動の他、栃

窪集落にある小規模小学校（複式学級編成）訪問、清水集落に住む人々との交流等

の生活体験を通して社会における市民としての役割を考える。 

 

※COVID-19感染拡大の影響により、南魚沼市清水集落及び栃窪小学校等をフィールドとした、

宿泊を伴う現地活動は全4日間の内、1日を日帰りで実施するなど、授業の構成を変更した。

事前学習と現地活動の一部はオンライン（オンデマンドを含む）で実施した。 
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科目名 

（4単位） 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-グローバル（SDGs）」 

ローカル問題はグローバル課題：SDGs未来都市の陸前高田市と国連機関  

日 程 

フィールド 

（2021年度） 

秋学期  ：集中 

事前学習 ：5/15（土）、6/5（土）、7/3（土） 

（土曜日・3～4限/13：25～17：00、全3回） 

現地活動①：[岩手県陸前高田市]8/1（日）～8/8（日）：8日間 

現地活動②：[国内および海外の国連機関]8/23（月）～8/25（水）：3日間 

事後学習 ：10/2（土）14：00～16：00（全1回） 

〈フィールド：受入れ先〉 

岩手県陸前高田市 

国内および海外の国連機関（東京都内駐日事務所、NY国連本部等） 

担当者 村上 清（客員教授） 

履修者定員 10名 

内 容 

この授業では「持続可能な開発目標（SDGs）」に代表されるように、私たちの身の

周りの問題が、世界各地に共通する課題でもあることを理解し、ローカルとグロー

バル双方の視点を持った思考を養うことを目指している。あわせて将来のキャリア

として、国際機関で働くことを考える機会とする。 

ローカルを「岩手県陸前高田市」、グローバルを国内および海外の「国連機関」と

し、この2つのフィールドで活動する。陸前高田市では市が取り組んでいる「震災

復興」と「SDGs未来都市」事業を現地調査や第一次産業の体験活動を通じて学ぶ。

国連機関では、国内・海外の国連機関に勤務する国際公務員や外交官からの講義、

意見交換等を通じて、21世紀の世界が抱える諸問題を理解し、その解決方法を検証

する。 

 

 

※本科目では科目開設当初、岩手県陸前高田市及びアメリカ・ニューヨーク（NY国連本部）で

現地活動を行うことを想定していたが、COVID-19感染拡大の影響により現地を訪問すること

が困難となり、開講初年度の2020年度は休講となった。 

※2021 年度も COVID-19 感染拡大の影響が続いたため、岩手県陸前高田市及び国内・海外の国

連機関（東京都内駐日事務所、NY国連本部等）での現地活動と事前学習（全3回）をオンラ

インで実施した。 
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科目名 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-プロジェクト・プランニング」 

フィールドに出て、自ら社会の課題を考える 

日程 

フィールド

（2021年度） 

春学期 ： 集中 

事前学習：5/26、6/2、6/16、7/7、7/14 

（水曜日・5時限/17：10～18：50、全5回） 

現地活動：夏季休業期間内で実施（5日間以上） 

事後学習：9/25（土）（全1回） 

〈フィールド：受け入れ先〉 

①東京ボランティア・市民活動センター/東京エリアの団体・機関とのネットワー

ク作り、ボランティア・市民活動の推進、支援 

②一般社団法人くらしサポート・ウィズ/生活協同組合系事業、社会的弱者支援、

市民自治 

③日本労働者協同組合/「働くこと」を通じて、人と人とのつながりを取り戻し、

コミュニティの再生を目指す協同組合での活動 

④NPO法人キッズドア/子どもの学習支援、各種プログラムの企画・運営 

⑤NPO 法人グリーンウッド自然体験教育センター/キャンプ活動を通じた青少年教

育、山村地域における地域創生 

担当者 藤井 満里子（RSLセンター 助教） 

履修者定員 

29名 

※ COVID-19影響下での科目運営となるため、2020年度の状況を鑑みて、オンライン対応等の可

能性を考慮し2021年度は履修者定員を50名から29名へと変更した。 

内 容 

この授業では、受講生自身が社会の一員であることを改めて自覚し、大学生とし

てすべきこと、これから先の人生の中でできることを深く考えることを目的として

いる。そこで、現代の多様な社会的課題に対し、活動を展開している5つの活動先

から一つを学生が選び、それぞれが展開している事業に参加する。 

各活動先の方々と共に社会に内在している様々な課題に取り組み、諸問題に対し

参加者の一人として考え、行動することを通して市民性を養うことを目指す。また、

将来のキャリア形成を考えるきっかけとなることも期待している。 

 

 

※ COVID-19感染拡大の影響により、事前・事後学習は社会状況もみながらオンラインと対面を併

用しながら実施。現地活動はオンラインで実施した。 

 

 

 

 

 

 

科目名 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-グローバル（フィリピン）」 

Rikkyo Service Learning Program in the Philippines   

日程 

フィールド

（2021年度） 

〈フィールド：受入れ先〉 

フィリピン マニラ ケソン市：Trinity University of Asia 

担当者 藤井 満里子（RSLセンター 助教） 

履修者定員 15名 

内 容 

 この授業では、立教大学がもつ独自のグローバルネットワークであるCUAC（世界

聖公会大学連合会）を活用し、フィリピンのケソン市にあるトリニティ大学（TUA）

が主催するサービスラーニングプログラムに参加する（現地での活動の中には、同

プログラムがアジア地域の大学生が参加するプログラムであるということもあり、

各国の大学生同士の交流を目的としたセレモニー等も実施される）。 

活動するマニラ近郊のコミュニティでは、社会格差が深刻化しており、目に見え

る貧困（絶対的貧困）とどのように向き合うかが社会的な課題となっている。TUAで

は、地域の人に「寄り添う」ことを中心に「教育」や「医療」などにおける支援活

動を展開しており、この活動に日本国内の聖公会関係大学や韓国、フィリピン等の

大学生がチームとなって一緒に向き合う。その中で地域に寄り添う手法を国際的な

視点で養うことを目標にしている。 

  

 

 

 

 

※ COVID-19の感染拡大に伴い、受け入れ先と協議の結果、2019年度、2020年度に引き続いて

2021年度についても休講となった。 

※ なお、本科目の代替科目として、2021年度は「RSL‐グローカル」を設置した。 

   (詳細については「RSL‐グローカル」の頁を参照) 
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科目名 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-プロジェクト・プランニング」 

フィールドに出て、自ら社会の課題を考える 

日程 

フィールド

（2021年度） 

春学期 ： 集中 

事前学習：5/26、6/2、6/16、7/7、7/14 

（水曜日・5時限/17：10～18：50、全5回） 

現地活動：夏季休業期間内で実施（5日間以上） 

事後学習：9/25（土）（全1回） 

〈フィールド：受け入れ先〉 

①東京ボランティア・市民活動センター/東京エリアの団体・機関とのネットワー

ク作り、ボランティア・市民活動の推進、支援 

②一般社団法人くらしサポート・ウィズ/生活協同組合系事業、社会的弱者支援、

市民自治 

③日本労働者協同組合/「働くこと」を通じて、人と人とのつながりを取り戻し、

コミュニティの再生を目指す協同組合での活動 

④NPO法人キッズドア/子どもの学習支援、各種プログラムの企画・運営 

⑤NPO 法人グリーンウッド自然体験教育センター/キャンプ活動を通じた青少年教

育、山村地域における地域創生 

担当者 藤井 満里子（RSLセンター 助教） 

履修者定員 

29名 

※ COVID-19影響下での科目運営となるため、2020年度の状況を鑑みて、オンライン対応等の可

能性を考慮し2021年度は履修者定員を50名から29名へと変更した。 

内 容 

この授業では、受講生自身が社会の一員であることを改めて自覚し、大学生とし

てすべきこと、これから先の人生の中でできることを深く考えることを目的として

いる。そこで、現代の多様な社会的課題に対し、活動を展開している5つの活動先

から一つを学生が選び、それぞれが展開している事業に参加する。 

各活動先の方々と共に社会に内在している様々な課題に取り組み、諸問題に対し

参加者の一人として考え、行動することを通して市民性を養うことを目指す。また、

将来のキャリア形成を考えるきっかけとなることも期待している。 

 

 

※ COVID-19感染拡大の影響により、事前・事後学習は社会状況もみながらオンラインと対面を併

用しながら実施。現地活動はオンラインで実施した。 
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2021年度 立教サービスラーニング（RSL）実践系科目共通アンケート集計結果 

 

□実施概要 

・調査の背景・目的 

  このアンケートは、RSL 実践系科目の学修（地域・コミュニティに根差した学び）について、履修学

生の属性や受講しての感想等を取りまとめ、次年度以降のRSL センターの活動へと活かすことを目的

として実施したものである。 

・調査対象 2021年度にRSL実践系科目を履修した学生 73名（全6科目の履修者数合計） 

・調査方法 Googleフォームによるインターネット調査 

・調査期間 2022年1月21日～2022年2月25日 

・調査結果の回収状況 回収数：37件、うち有効回答数：37件、有効回答率：100％ 

※同一年度に複数のRSL実践系科目を履修している学生がいるため、履修学生数はのべ人数となる。 

 

□調査詳細（具体的な内容） 

Ⅰ．アンケート回答者の属性について 

回答者の実人数は 37 名であった。回答者の属性について学部別にみると、社会学部、経済学部、文学

部・コミュニティ福祉学部の順に比率が高く、この4学部で全回答者の67.5％を占めている。学年別では

1、2年生が多く、合わせて81.0％(30人)を占める。性別の割合をみると、女性(26人)が男性(11人)の2

倍以上となっている。 

 

図表1．回答者の属性(学部) （単数回答）             図表2．回答者の属性(学年) （単数回答） 

図表3．回答者の属性(性別) （単数回答） 

 

 

 

 

 

図表4は、回答者が2021年度に受講したRSL実践系科目の分布を表したものである。この設問では2科

目以上履修している学生が複数回答しているため、全体の度数(合計人数：38人)が実際の回答者数(37人)

よりも大きくなっている。 

  ※注)図表5～図表14の設問でも図表1同様、2科目以上履修している学生が複数回答をおこなっている。 

本来、図表4と図表5～14の度数の合計(回答者の延べ人数)は一致するはずであるが、2つの数値の間には差異が

生じている(図表4の度数合計は38、図表5～14の度数合計は40となっている)。この差異は、回答者が設問内容

を誤読したために生じたものと考えられる。 

度数 パーセント

文学部 4 10.8%

経済学部 6 16.2%

理学部 0 0.0%

社会学部 11 29.7%

法学部 2 5.4%

観光学部 3 8.1%

コミュニティ福祉学部 4 10.8%

経営学部 2 5.4%

現代心理学部 3 8.1%

異文化コミュニケーション学部 2 5.4%

Global Liberal Arts Program 0 0.0%

合　計 37 100.0%

度数 パーセント

男　性 11 29.7%

女　性 26 70.3%

合　計 37 100.0%

度数 パーセント

1年生 16 43.2%

2年生 14 37.8%

3年生 5 13.5%

4年生 2 5.4%

合　計 37 100.0%

 

科目名 

全学共通科目 多彩な学び（知識の現場）科目群 

「RSL-グローカル」 

日本の現状から考えるグローバル支援   

日程 

フィールド

（2021年度） 

秋学期 ：集中 

事前学習：10/14、11/25、12/23、2022/1/20 

（木曜日・5時限（17：10～18：50）、全4回） 

現地活動：2022/2/16（水）～2/20（日）：5日間 

事後学習：2022/2/22（火）13：00～16：00（全1回） 

〈フィールド：受入れ先〉 

東京都内：特定非営利活動法人アクション 

担当者 藤井 満里子（RSLセンター 助教） 

履修者定員 14名 

内 容 

 本科目では、フィリピンにおける貧困問題、子どもへの支援について学ぶため、

日本国内の施設・団体での体験的なフィールド学習を通して、日本の現状との比較

から国際的な支援や協力のあり方について考える。それぞれの国が抱える社会的課

題の背景や構造を知り、貧困問題、子どもへの支援に対してどのような支援や考え

方が求められるのかを学び、コミュニティ政策のあり方、グローバル市民としての

役割についてグローバルな視点から理解を深めることを目標とする。 

 フィールドワーク期間中は「国立オリンピック記念青少年総合センター」に宿泊

しプログラムを行う（4泊5日）。本科目のテーマに関連する施設での支援活動、子

どもたちとの遊びイベント企画、関係者へのインタビュー活動などを行う。また、

事前学習及びフィールドワークでの経験を通して学んだことを元に、様々な制度や

支援策からこぼれ落ちる人たちをどう支えることができるのか、またそれぞれの国

の現場の方たちはどのように考え、何を重視しながら現場での支援に携わっている

のか、そのあり方を学び、貧困問題や子どもへの支援についての多様なアプローチ

方法について学ぶ。 

 

※本科目は、「RSL-グローバル（フィリピン）」がCOVID-19感染拡大の影響により休講となったた

め、2021年度に代替科目として設置した科目である。 

※COVID-19 感染拡大の影響により、国立オリンピック記念青少年総合センターでの宿泊を伴う現

地活動は日帰りで実施し、授業の構成を変更した。 
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2021年度 立教サービスラーニング（RSL）実践系科目共通アンケート集計結果 

 

□実施概要 

・調査の背景・目的 

  このアンケートは、RSL 実践系科目の学修（地域・コミュニティに根差した学び）について、履修学

生の属性や受講しての感想等を取りまとめ、次年度以降のRSL センターの活動へと活かすことを目的

として実施したものである。 

・調査対象 2021年度にRSL実践系科目を履修した学生 73名（全6科目の履修者数合計） 

・調査方法 Googleフォームによるインターネット調査 

・調査期間 2022年1月21日～2022年2月25日 

・調査結果の回収状況 回収数：37件、うち有効回答数：37件、有効回答率：100％ 

※同一年度に複数のRSL実践系科目を履修している学生がいるため、履修学生数はのべ人数となる。 

 

□調査詳細（具体的な内容） 

Ⅰ．アンケート回答者の属性について 

回答者の実人数は 37 名であった。回答者の属性について学部別にみると、社会学部、経済学部、文学

部・コミュニティ福祉学部の順に比率が高く、この4学部で全回答者の67.5％を占めている。学年別では

1、2年生が多く、合わせて81.0％(30人)を占める。性別の割合をみると、女性(26人)が男性(11人)の2

倍以上となっている。 

 

図表1．回答者の属性(学部) （単数回答）             図表2．回答者の属性(学年) （単数回答） 

図表3．回答者の属性(性別) （単数回答） 

 

 

 

 

 

図表4は、回答者が2021年度に受講したRSL実践系科目の分布を表したものである。この設問では2科

目以上履修している学生が複数回答しているため、全体の度数(合計人数：38人)が実際の回答者数(37人)

よりも大きくなっている。 

  ※注)図表5～図表14の設問でも図表1同様、2科目以上履修している学生が複数回答をおこなっている。 

本来、図表4と図表5～14の度数の合計(回答者の延べ人数)は一致するはずであるが、2つの数値の間には差異が

生じている(図表4の度数合計は38、図表5～14の度数合計は40となっている)。この差異は、回答者が設問内容

を誤読したために生じたものと考えられる。 

度数 パーセント

文学部 4 10.8%

経済学部 6 16.2%

理学部 0 0.0%

社会学部 11 29.7%

法学部 2 5.4%

観光学部 3 8.1%

コミュニティ福祉学部 4 10.8%

経営学部 2 5.4%

現代心理学部 3 8.1%

異文化コミュニケーション学部 2 5.4%

Global Liberal Arts Program 0 0.0%

合　計 37 100.0%

度数 パーセント

男　性 11 29.7%

女　性 26 70.3%

合　計 37 100.0%

度数 パーセント

1年生 16 43.2%

2年生 14 37.8%

3年生 5 13.5%

4年生 2 5.4%

合　計 37 100.0%
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学生がこのような評価をしたのかについては、図表15の学生の意見・感想（自由記述）も踏まえて、今後

更に分析・考察し、明らかにしていく必要があるだろう。 

 

図表７．この科目で学修した内容は、自分が所属している学部・ 

学科での学びを深めたり、次年度の講義やゼミの選択 

に役立った。(複数回答あり) 

 

３．学修成果について 

「この授業を履修して新たな知見や経験を得るなどの学修成果があった」(図表 9)という設問において

は、92.5％(37 人)の学生が「とてもそう思う」、7.5％(3人)の学生が「どちらかといえばそう思う」と回

答している。このことから、履修学生全員が「とてもそう思う」「どちらかといえばそう思う」のどちらか

を選択し、学修成果について肯定的な回答をしたことがわかる。 

 

 図表９．この授業を履修して新たな知見や経験を得るなど学修成

果があった。(複数回答あり) 

 

 

 

 

 

Ⅲ．活動先や地域社会へのかかわりに対する関心、行動について 

(RSL実践系科目を2科目以上履修した学生は、履修した科目を個別に評価しているため、複数回答となっている。) 

 

 図表10は、RSL実践系科目受講前におけるボランティア活動等の社会的活動の経験についての回答の分

布を表したものである。この表からは、受講前からボランティア活動等の社会的活動を「積極的におこなっ

ている」「おこなったことがある」と回答した学生と「あまりおこなったことはない」「今までおこなった

ことはない」と回答した学生でそれぞれ50％を占めていることがわかる。 

RSL実践系科目受講後について、「この科目を通しておこなった社会的実践活動(学外活動)は、活動先の

団体や地域、コミュニティにとって有意義なものであった」(図表11)「この科目の社会的活動先が直面す

る社会的課題に対して今後も何らかの形で個人的に関わり続けたい」(図表12)という設問においては、「と

てもそう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した学生が、それぞれ90％以上を占めている。実践系

科目を履修した大多数の学生が、自分たちが参加した社会的実践活動が活動先の団体や地域、コミュニティ

にとって有意義なものであると認識し、個人的に履修後も継続的な関係性を望んでいることが読み取れる。 

図表8．大学の教室における授業と社会的課題の現場での実践活動を 

結びつけながら学ぶサービスラーニングを所属する学部 

学科の授業科目に取り入れることを希望する。(複数回答あり) 

度数 パーセント

とてもそう思う 28 70.0%

どちらかといえばそう思う 10 25.0%

どちらかといえばそう思わない 1 2.5%

全くそう思わない 1 2.5%

合　計 40 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 37 92.5%

どちらかといえばそう思う 3 7.5%

どちらかといえばそう思わない 0 0.0%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 35 87.5%

どちらかといえばそう思う 4 10.0%

どちらかといえばそう思わない 1 2.5%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

 

 
 

 

「RSL-コミュニティ(埼玉)」「RSL-コミュニティ(南魚沼)」「RSL-グローカル」の3科目の履修者が同率

(8人：21.1％)で最も多いが、2021年度開講の6科目すべての履修者から回答を得ることができた。 

 

図表４. 回答者が 2021 年度に受講した RSL 実践系科目 (複数回答あり) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．RSL実践系科目を履修して感じたことについて 

(RSL実践系科目を2科目以上履修した学生は、履修した科目を個別に評価しているため、複数回答となっている。) 

 

１． この科目の学外活動（社会的実践活動）について 

学外活動(社会的実践活動)について、図表5では「この科目の学外活動は授業の趣旨に沿うものだった」

という設問に対して回答者の全員(100％)が「とてもそう思う」「どちらかといえばそう思う」といった、

肯定的な回答をしている。また図表6にみられるように、「この科目の学外活動は、私がこの授業での事前

学習や事後学習の内容をよりよく理解するのに役立った」という設問に対しても、97.5％(40 人中 39 人)

の学生が「とてもそう思う」「どちらかといえばそう思う」といった、肯定的な回答をしている。 

 

 

２． 自分が所属している学部・学科での学びとのかかわりについて 

 自分が所属している学部・学科の学びとRSL実践系科目履修の経験とのかかわりについて、「この科目で

学修した内容は、自分が所属している学部・学科での学びを深めたり、次年度の講義やゼミの選択に役立っ

た」(図表 7)「大学の教室における授業と社会的課題の現場での実践活動を結びつけながら学ぶサービス

ラーニングを所属する学部学科の授業科目に取り入れることを希望する」(図表 8)という 2 つの設問にお

いて、どちらも95％以上の学生が「とてもそう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答している。なぜ

度数 パーセント

RSL-コミュニティ(埼玉) 8 21.1%

RSL-コミュニティ(池袋) 5 13.2%

RSL-ローカル(南魚沼) 8 21.1%

RSL-プロジェクト・プランニング 7 18.4%

RSL-グローバル(SDGs) 2 5.3%

RSL-グローカル 8 21.1%

合　計 38 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 32 80.0%

どちらかといえばそう思う 8 20.0%

どちらかといえばそう思わない 0 0.0%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

図表5．この科目の学外活動は授業の趣旨に沿うものだった。  

     （複数回答あり） 

図表６．この科目の学外活動は、私がこの授業での事前学習や  

     事後学習の内容をよりよく理解するのに役立った。  

 （複数回答あり） 
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学生がこのような評価をしたのかについては、図表15の学生の意見・感想（自由記述）も踏まえて、今後

更に分析・考察し、明らかにしていく必要があるだろう。 

 

図表７．この科目で学修した内容は、自分が所属している学部・ 

学科での学びを深めたり、次年度の講義やゼミの選択 

に役立った。(複数回答あり) 

 

３．学修成果について 

「この授業を履修して新たな知見や経験を得るなどの学修成果があった」(図表 9)という設問において

は、92.5％(37 人)の学生が「とてもそう思う」、7.5％(3人)の学生が「どちらかといえばそう思う」と回

答している。このことから、履修学生全員が「とてもそう思う」「どちらかといえばそう思う」のどちらか

を選択し、学修成果について肯定的な回答をしたことがわかる。 

 

 図表９．この授業を履修して新たな知見や経験を得るなど学修成

果があった。(複数回答あり) 

 

 

 

 

 

Ⅲ．活動先や地域社会へのかかわりに対する関心、行動について 

(RSL実践系科目を2科目以上履修した学生は、履修した科目を個別に評価しているため、複数回答となっている。) 

 

 図表10は、RSL実践系科目受講前におけるボランティア活動等の社会的活動の経験についての回答の分

布を表したものである。この表からは、受講前からボランティア活動等の社会的活動を「積極的におこなっ

ている」「おこなったことがある」と回答した学生と「あまりおこなったことはない」「今までおこなった

ことはない」と回答した学生でそれぞれ50％を占めていることがわかる。 

RSL実践系科目受講後について、「この科目を通しておこなった社会的実践活動(学外活動)は、活動先の

団体や地域、コミュニティにとって有意義なものであった」(図表11)「この科目の社会的活動先が直面す

る社会的課題に対して今後も何らかの形で個人的に関わり続けたい」(図表12)という設問においては、「と

てもそう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した学生が、それぞれ90％以上を占めている。実践系

科目を履修した大多数の学生が、自分たちが参加した社会的実践活動が活動先の団体や地域、コミュニティ

にとって有意義なものであると認識し、個人的に履修後も継続的な関係性を望んでいることが読み取れる。 

図表8．大学の教室における授業と社会的課題の現場での実践活動を 

結びつけながら学ぶサービスラーニングを所属する学部 

学科の授業科目に取り入れることを希望する。(複数回答あり) 

度数 パーセント

とてもそう思う 28 70.0%

どちらかといえばそう思う 10 25.0%

どちらかといえばそう思わない 1 2.5%

全くそう思わない 1 2.5%

合　計 40 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 37 92.5%

どちらかといえばそう思う 3 7.5%

どちらかといえばそう思わない 0 0.0%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 35 87.5%

どちらかといえばそう思う 4 10.0%

どちらかといえばそう思わない 1 2.5%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%
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生の 3 つに分類することができる。なお、本設問では、学外活動が宿泊プログラムから、1 日の日帰りプログラ

ムとオンライン授業を併用する運営となった「RSL－ローカル（南魚沼）」の回答が多くみられる結果となった。 

図表1５．本科目での学びを振り返って、感想や意見などを自由に記入してください。(自由記述) 

※他の回答者と回答内容が重複している回答を執筆者の判断で除いて抜粋・原則として原文ママ（明らかな誤字等は修正のうえ掲載）。

Ⅵ．現代の社会的課題に対する関心について 

「あなたが今、重要であると考える社会的課題」(図表 16)としては、「日本の子どもの貧困に代表される相対

的貧困」を選択した学生が19人で最も多い。これは回答者の実人数（37人）の51.4%を占める。次いで、「親

世代の経済格差が子どもの教育格差に影響する問題」(14 人：37.8%)「気候変動による地球温暖化」(9 人：

24.3%)が続く。設問として用意した選択肢のなかでは、「国政選挙や地方選挙の低い投票率」「化石燃料への

依存による地球環境の悪化」と回答した学生がそれぞれ 2.7%（1 人）と最も低い結果となった。 

社会的課題に対して「現在取り組んでいること/今後取り組みたいこと」について自由記述で回答を求めた結

果をまとめたものが、図表 17 である。ゴミ問題や気候変動等の環境問題に対して、エコバッグの利用やゴミ拾

い活動、NGO 団体への参加等、具体的なアクションを記述している学生が多い。また、既に行動している学生

の回答も散見できる。この他にも、消費者として商品購入を通じて地産地消や無農薬栽培をしている農家を支

援する、社会的課題やその当事者に関心をもち自分に近い考えの政治家に投票するなど、「小さくても、基本的

で、自分にできる必要なことを心がけ」ようとする学生たちの姿勢を読み取ることができる。 

オンライン授業が長く続いていたため、大学の外に出て活動できる良い機会だった。

実際に自分で経験してみることの大切さを実感した

雪掘りなどの活動を先生と地域の方と受講者で協働して行った事がとても楽しかったです。雪国で生活を営むための知恵、美しい
景色に感動しました。何よりそこで生活する人がとても魅力的で、この集落をなくしてはいけないと強く思いました。他の受講者の
方からも新たな視点を得ることができ、持続可能な社会のために自分ができることは何なのか、考えるようになりました。

元々環境問題に、そして最近地域活性に興味を持った私にとっては最適の授業でした。コロナ禍で難しい状況でしたが何とか日帰
りで現地に行くことができ、実際に自分の目で見て体験するフィールドワークでの学び、オンラインや対面でのディスカッションや問
いを深める時間は他学部他学年の仲間の様々な意見を聞くことができ多様な視点を持つこと、自分の考えをブラッシュアップする
ことにつながり、日々生まれる疑問に対する考え方を構築することにつながりました。この授業で学んだことをもとに、「体験・対話・
知識を入れる」ことの三つを大事に今後も問を持ち続けていきたいです。

なぜ現代になり、孤独死や孤独感という言葉が蔓延しているのか？現代ならではの問題なのかということに南魚沼のコミュニティ
（人との繋がり）という観点から気づかされた。

今回RSLの授業を受講して、フィールドワークと他者との対話の重要性を改めて感じた。地域の方や違う学部の方々と対話を行う
ことは普段なかったので、今回の関わりを通して自分自身の知識や見方が大きく広がったと思う。短い期間の学習ではあったが、
事前事後の学習を含めてとても充実していた。履修をして良かった。

コロナ禍でも学外の実習に無事行けて良かった。貧困に対するさまざまな固定観念を取り払うような新しい学びがたくさん出来た。

なんとなく流していたことをきちんと認識し、身近なところからきちんと向き合っていきたいと思えた。

インタビューを通して、これまで全く関わったことのないコミュニティと関り、その一端を理解することができました。他者と関わるこ
とで、新たな価値観に触れることができました。また、社会の中で、これまで知らなかった現状を知ることにもつながりました。以上の
ことから、今後の学びにつながる非常に貴重な時間になりました。

大学生としてやるべきことを考えさせられる、というより一緒に考えてくれる科目だった。さまざまな人からお話を伺ったがどこで働
く人も皆目的や熱意を持っていて、為になる話がたくさん聞けた。

コロナ禍において、実際に対面での学外活動はできませんでしたが、子どもの貧困の本質に迫ることができ、履修して本当に良
かったと思っています。また、私たち大学生は決して無力ではなく、できることがあると知れたのも大きかったです。

個人では始めることをためらう活動でも、この授業をきっかけに参加することが出来たのでとても良かった。

 

 
 

図表10．この科目を受講する前から、ボランティア活動等の社会的活動をおこなっている。(複数回答あり) 

 

 

 

 

 

 

 図表11．この科目を通しておこなった社会的実践活動（学外活動）   

は、活動先の団体や地域、コミュニティにとって有意義な 

ものであった。(複数回答あり) 

 

Ⅳ．専攻や職業の選択におけるRSL実践系科目履修の影響について 

(RSL実践系科目を2科目以上履修した学生は、履修した科目を個別に評価しているため、複数回答となっている。) 

 

「この科目を履修したことは、次年度以降の自分の授業履修計画や大学卒業後の職業選択を考えるうえ

での手掛かりとなった」(図表13)「この科目で取り組んだ社会的実践活動(学外活動)は、私自身がもって

いる先入観や固定観念のいくつかを気づかせてくれた」(図表14)という2つの設問ともに、95％以上の学

生が「とてもそう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答している。 

 

 図表1３．この科目を履修したことは、次年度以降の自分の 

授業履修計画や大学卒業後の職業選択を考える 

うえでの手掛かりとなった。(複数回答あり) 

 

Ⅴ．本科目での学びを振り返って、受講生の感想・意見 

  

学生の回答は、大別して①フィールドと地域住民、他者との関わりを通して、新たな視点や価値観・身近な社

会的課題について学びを得たとする学生、②大学生としてやるべきこと・大学生は無力ではなく、できることが

あるといった、「大学生」という立場で社会参加することへの意義を見出そうとする、または見出した学生、③

COVID‑19 の影響下において、オンラインによる、またはオンラインと対面による授業参加に言及している学

度数 パーセント

積極的におこなっている 10 25.0%

おこなったことがある 10 25.0%

あまりおこなったことはない 9 22.5%

今までおこなったことはない 11 27.5%

合　計 40 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 28 70.0%

どちらかといえばそう思う 9 22.5%

どちらかといえばそう思わない 3 7.5%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 27 67.5%

どちらかといえばそう思う 10 25.0%

どちらかといえばそう思わない 3 7.5%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

図表12．この科目の社会的活動先が直面する社会的課題に

対して今後も何らかの形で個人的に関わり続けたい。 

（複数回答あり） 

度数 パーセント

とてもそう思う 24 60.0%

どちらかといえばそう思う 14 35.0%

どちらかといえばそう思わない 2 5.0%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

度数 パーセント

とてもそう思う 34 85.0%

どちらかといえばそう思う 5 12.5%

どちらかといえばそう思わない 1 2.5%

全くそう思わない 0 0.0%

合　計 40 100.0%

図表14．この科目で取り組んだ社会的実践活動(学外活動)は、 

      私自身がもっている先入観や固定観念のいくつかを 

気づかせてくれた。(複数回答あり) 
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生の 3 つに分類することができる。なお、本設問では、学外活動が宿泊プログラムから、1 日の日帰りプログラ

ムとオンライン授業を併用する運営となった「RSL－ローカル（南魚沼）」の回答が多くみられる結果となった。 

図表1５．本科目での学びを振り返って、感想や意見などを自由に記入してください。(自由記述) 

※他の回答者と回答内容が重複している回答を執筆者の判断で除いて抜粋・原則として原文ママ（明らかな誤字等は修正のうえ掲載）。

Ⅵ．現代の社会的課題に対する関心について 

「あなたが今、重要であると考える社会的課題」(図表 16)としては、「日本の子どもの貧困に代表される相対

的貧困」を選択した学生が19人で最も多い。これは回答者の実人数（37人）の51.4%を占める。次いで、「親

世代の経済格差が子どもの教育格差に影響する問題」(14 人：37.8%)「気候変動による地球温暖化」(9 人：

24.3%)が続く。設問として用意した選択肢のなかでは、「国政選挙や地方選挙の低い投票率」「化石燃料への

依存による地球環境の悪化」と回答した学生がそれぞれ 2.7%（1 人）と最も低い結果となった。 

社会的課題に対して「現在取り組んでいること/今後取り組みたいこと」について自由記述で回答を求めた結

果をまとめたものが、図表 17 である。ゴミ問題や気候変動等の環境問題に対して、エコバッグの利用やゴミ拾

い活動、NGO 団体への参加等、具体的なアクションを記述している学生が多い。また、既に行動している学生

の回答も散見できる。この他にも、消費者として商品購入を通じて地産地消や無農薬栽培をしている農家を支

援する、社会的課題やその当事者に関心をもち自分に近い考えの政治家に投票するなど、「小さくても、基本的

で、自分にできる必要なことを心がけ」ようとする学生たちの姿勢を読み取ることができる。 

オンライン授業が長く続いていたため、大学の外に出て活動できる良い機会だった。

実際に自分で経験してみることの大切さを実感した

雪掘りなどの活動を先生と地域の方と受講者で協働して行った事がとても楽しかったです。雪国で生活を営むための知恵、美しい
景色に感動しました。何よりそこで生活する人がとても魅力的で、この集落をなくしてはいけないと強く思いました。他の受講者の
方からも新たな視点を得ることができ、持続可能な社会のために自分ができることは何なのか、考えるようになりました。

元々環境問題に、そして最近地域活性に興味を持った私にとっては最適の授業でした。コロナ禍で難しい状況でしたが何とか日帰
りで現地に行くことができ、実際に自分の目で見て体験するフィールドワークでの学び、オンラインや対面でのディスカッションや問
いを深める時間は他学部他学年の仲間の様々な意見を聞くことができ多様な視点を持つこと、自分の考えをブラッシュアップする
ことにつながり、日々生まれる疑問に対する考え方を構築することにつながりました。この授業で学んだことをもとに、「体験・対話・
知識を入れる」ことの三つを大事に今後も問を持ち続けていきたいです。

なぜ現代になり、孤独死や孤独感という言葉が蔓延しているのか？現代ならではの問題なのかということに南魚沼のコミュニティ
（人との繋がり）という観点から気づかされた。

今回RSLの授業を受講して、フィールドワークと他者との対話の重要性を改めて感じた。地域の方や違う学部の方々と対話を行う
ことは普段なかったので、今回の関わりを通して自分自身の知識や見方が大きく広がったと思う。短い期間の学習ではあったが、
事前事後の学習を含めてとても充実していた。履修をして良かった。

コロナ禍でも学外の実習に無事行けて良かった。貧困に対するさまざまな固定観念を取り払うような新しい学びがたくさん出来た。

なんとなく流していたことをきちんと認識し、身近なところからきちんと向き合っていきたいと思えた。

インタビューを通して、これまで全く関わったことのないコミュニティと関り、その一端を理解することができました。他者と関わるこ
とで、新たな価値観に触れることができました。また、社会の中で、これまで知らなかった現状を知ることにもつながりました。以上の
ことから、今後の学びにつながる非常に貴重な時間になりました。

大学生としてやるべきことを考えさせられる、というより一緒に考えてくれる科目だった。さまざまな人からお話を伺ったがどこで働
く人も皆目的や熱意を持っていて、為になる話がたくさん聞けた。

コロナ禍において、実際に対面での学外活動はできませんでしたが、子どもの貧困の本質に迫ることができ、履修して本当に良
かったと思っています。また、私たち大学生は決して無力ではなく、できることがあると知れたのも大きかったです。

個人では始めることをためらう活動でも、この授業をきっかけに参加することが出来たのでとても良かった。
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Ⅶ．立教サービスラーニング(RSL)センターの活動について 

 

１．この科目（RSL科目）の履修を決めたきっかけ 

図表18からは、RSL実践系科目の履修を決めたきっかけとして最も多いのは「RSLセンターのホームペー

ジ」（回答者実人数の56.8％）であることがわかる。次いで「SPRIT mail」(学内メール)(19人、51.4％)

「シラバス」(13人、35.1%)の割合が高く、反対に「クチコミ」「他のRSL科目での照会」(どちらも1人、

2.7%)等と回答した学生は少ないという傾向が読み取れる。一方で、RSLセンターを知った経緯は本設問か

らは読み取ることができない。また、大学のカリキュラムデザインを学生がどの程度理解しているのか・

どのような経緯で知るのか（RSLセンターの教育活動含め）についても今後、調査・考察することが必要で

あろう。 

 

 図表1８．この科目（RSL 実践系科目）の履修を決めたきっかけについて教えてください。（複数回答可） 

        ※グラフ内の％は、回答者の実人数（37 人）に対する比率を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．RSL実践系科目の社会的課題の活動先、RSL実践系科目履修後の活動の場・プログラムについて 

「RSL実践系科目の活動先としてどのようなフィールドがあるとよいか」という設問に対する回答(自由

記述)をまとめたものが、図表19である。学生の回答からは、LGBTQ、再生可能エネルギー、食糧自給率、

外国人学校(外国人児童生徒)、非正規雇用等、現代における社会的課題の多様さが伺えるとともに、報道

機関等で社会課題として多く取り上げられている内容であり、身近な社会課題に関心を持っているように

みえる。 

「RSL実践系科目履修後の学びの場、活動の場としてどのようなプログラムがあるとよいか」(図表20)

という設問に対しては、障害のある方や高齢者との関わりなどといった具体的なテーマについての回答の

ほか、「Ⅲ．活動先や地域社会へのかかわりに対する関心、行動について」の図表10のアンケート集計結

果でもふれたように、授業終了後に活動を継続したいと考える学生が多数いることがわかる。一方で、活

動を継続したい場合の問い合わせ先のアナウンスや他のプログラムに参加した学生と気づきを共有する場

（プログラム）が欲しいといった声が複数挙がっており、履修後（授業後）の活動について、やりたいと

 

 
 

 

 図表1６．あなたが今、重要であると考える社会的課題を 3 つ以内で選択してください。(複数回答あり) 

        ※グラフ内の％は、回答者の実人数（37 人）に対する比率を表す。 

図表17．上記であげた社会的課題に対して，あなたはどのように取り組んでいる／取り組みたいと考えますか。(自由記述) 

※執筆者の判断で内容が重複する回答を除き、抜粋・原則として原文ママ（明らかな誤字等は修正のうえ掲載)。 

まずは自分が地産地消を心がけ地元の食材を買ったり無農薬で生産されている農家さんから買ったりなど消費者としてできる
ことを心がけていきたい。そのような行動がそういった生産者さんを応援することにつながり、日本の食糧自給率を上げること
につながれば良いと考えている。

アフリカのスタートアップ企業を支援する会社でオンラインインターンシップを開始し、アフリカの起業家をサポートしています。

演劇や、アートプロジェクトなどの文化芸術を通じて、ステレオタイプを解消することを目指しています。

エコバッグを使うなど、小さくても、基本的で、自分でできる必要なことを心がけている。また、自分一人でも、他者を理解する
人となれるように、大学での講義を含め、知見を深めようと努力している。

①プラスチックゴミについて→個人単位であれば，散歩などをしている最中にみかけたゴミを拾うということ。これをする理由と
しては、風でゴミが飛んできたりしていることが多いということから放置していては、最終的に海までたどり着いてしまうと考え
たからだ。また、地域や公民館などによって実施されているゴミ拾い活動などに積極的に参加していくことも個人で出来る範囲
である。
②フードロスについて→正直，個人単位で削減するのには限界があると考えている。なぜなら、実際，バイト等をしてみた経験
からもお店でのフードロスが一番多いと思うからだ、そのため、本当に消費期限や賞味期限が定められた期日なのか否か再
度検討する必要がある。（環境省や農林水産省などが主体となって）
③急速な少子・高齢化について→子どもは地域にとっての要（理由は子どもがいるからこそ地域は活性化しているから）という
ことを今回の南魚沼から学んだ。そのため、どうにかしたいと思うが、これも個人単位ではどうにもできない。
　一番はいかに若い人に子どもが欲しいと思ってもらえるか，子どもを産んだあとの環境づくり（給食費無料等）が出来ている
か否か（なんでもかんでも無料というのもおかしいかもしれないが、、、）である。それらを政府がいかに本気で取り組むかどう
かで今後が左右されると思う。

環境問題に関しては、国際環境NGOのアンバサダーとして活動している。海のゴミを拾う、水筒を使ってみる、イベントに参加
するなど、簡単なことからできるということを発信している

気候変動や大量廃棄の環境問題に対して：ビニール袋をもらわない、繰り返し使えるものを選ぶなどゴミをなるべく出さないラ
イフスタイルをすること
SNS発信、親や友達とそのような話をする
過疎：旅を通して魅力を発見し、個人アカウントであるがSNSで発信していくこと

近い考えの政治家に投票する。ニュースなどをみてどういった問題が起こっているか、当事者がどういう状態かに関心を持つ。

フードロス→フードバンク、フードドライブの活動の広まり

NGO団体に参加しようと考えており、現在体験授業(?)を受けています。地球に負担を与えている人間の活動に対して、個々
が認識し、多くの人が積極的にSDGsなどの活動に自主的に取り組んでいくような活動が出来ればいいなと考えている
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Ⅶ．立教サービスラーニング(RSL)センターの活動について 

 

１．この科目（RSL科目）の履修を決めたきっかけ 

図表18からは、RSL実践系科目の履修を決めたきっかけとして最も多いのは「RSLセンターのホームペー

ジ」（回答者実人数の56.8％）であることがわかる。次いで「SPRIT mail」(学内メール)(19人、51.4％)

「シラバス」(13人、35.1%)の割合が高く、反対に「クチコミ」「他のRSL科目での照会」(どちらも1人、

2.7%)等と回答した学生は少ないという傾向が読み取れる。一方で、RSLセンターを知った経緯は本設問か

らは読み取ることができない。また、大学のカリキュラムデザインを学生がどの程度理解しているのか・

どのような経緯で知るのか（RSLセンターの教育活動含め）についても今後、調査・考察することが必要で

あろう。 

 

 図表1８．この科目（RSL 実践系科目）の履修を決めたきっかけについて教えてください。（複数回答可） 

        ※グラフ内の％は、回答者の実人数（37 人）に対する比率を表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．RSL実践系科目の社会的課題の活動先、RSL実践系科目履修後の活動の場・プログラムについて 

「RSL実践系科目の活動先としてどのようなフィールドがあるとよいか」という設問に対する回答(自由

記述)をまとめたものが、図表19である。学生の回答からは、LGBTQ、再生可能エネルギー、食糧自給率、

外国人学校(外国人児童生徒)、非正規雇用等、現代における社会的課題の多様さが伺えるとともに、報道

機関等で社会課題として多く取り上げられている内容であり、身近な社会課題に関心を持っているように

みえる。 

「RSL実践系科目履修後の学びの場、活動の場としてどのようなプログラムがあるとよいか」(図表20)

という設問に対しては、障害のある方や高齢者との関わりなどといった具体的なテーマについての回答の

ほか、「Ⅲ．活動先や地域社会へのかかわりに対する関心、行動について」の図表10のアンケート集計結

果でもふれたように、授業終了後に活動を継続したいと考える学生が多数いることがわかる。一方で、活

動を継続したい場合の問い合わせ先のアナウンスや他のプログラムに参加した学生と気づきを共有する場

（プログラム）が欲しいといった声が複数挙がっており、履修後（授業後）の活動について、やりたいと
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Ⅳ．2021 年度 立教サービスラーニング（RSL）センター実施事業等一覧 

□RSLセンター受託事業 

事業名 

香蘭女学校高等科3年生「校外学習」への協力 

（「香蘭女学校×立教RSLセンター ギャップイヤープログラム 2021」） 

主催：香蘭女学校 共催：立教サービスラーニングセンター 

日 程 

場 所 

2022年 2月 21日（月）・2月22日（火）・2月25日（金） 

香蘭女学校 計6校時 

趣 旨 

聖公会関係学校のひとつである香蘭女学校より、立教大学に進学が内定してい

る高等科3年生を対象にした校外学習の実施について協力依頼を受けた。 

 香蘭女学校における 2021 年 12 月から 2022 年 3 月までの「校外学習」授業期間

を活用し、立教大学入学後の学生生活をイメージし、香蘭での教育をもとに立教

大生として活躍できる基礎作りを行うことを目標として複数のプログラムを実施

する。特に初年次教育として展開しているRSL科目「大学生の学び・社会で学ぶこ

と」のエッセンスを受講することを通して上記目標の達成を目指す。 

受講する生徒にとっては、大学入学前の学習機会となり、香蘭女学校での学び

を「立教大生」としての学びへと結びつける貴重な機会になると考えている。 

担当者 

〇オーガナイザー 

 清水 由起子（香蘭女学校教務部長） 

 藤井 満里子（RSLセンター助教） 

〇各授業担当者 

中川 英樹 （本学チャプレン） 

山中 淑江 （本学カウンセラー/現代心理学部教授） 

逸見 敏郎 （RSLセンター センター長/文学部教授） 

藤井 満里子（RSLセンター助教） 

吉田 穂波 （産婦人科医/神奈川県立保健福祉大学教授） 

対象生徒 

及び協力者 
立教大学への進学が内定している香蘭女学校高等科3年生（97名） 

内 容 

❒ 2/21（月） 

・1時限（09:00～10:40）「キリスト教,聖公会と立教大学」/中川英樹 

・2時限（10:50～12:30）「キャリアデザインからみた大学4年間」/ 藤井満里子 

❒ 2/22（火） 

・1時限（09:00～10:40） 

「大学生が出会うリスクとセルフマネジメント」/山中淑江 

・2時限（10:50～12:30） 

「大学生の学びと自己形成/2日間のまとめ」/逸見敏郎 

❒ 2/25（金） 

・1～2時限（9:30～10:30、10:40～11:30） 

 「リプロダクティブ＆ライツと受援力を身につける」/吉田穂波 
 

 

※RSLセンター編集 2017『リベラルアーツとしてのサービスラーニング』（北樹出版）にも

とづき、RSL科目「大学生の学び・社会で学ぶこと」の前半部分のエッセンスを扱う。 

 

 
※2021 年度は COVID-19 感染拡大の影響により、例年立教大学で実施するプログラム（香蘭

女学校の生徒と立教大学の学生との交流プログラム他）の実施は中止となった。 

    今年度の本プログラムは全て、香蘭女学校での対面授業として実施した。 

 

 

 

 

 
 

思ってもどうしたらよいのかわからない・何らかのきっかけを求めている・自分とは違うフィールドに参

加した学生と交流したいといった希望を持っていることがわかる。 

RSL センターは、RSL 科目履修によって理論と実践の両方で得た気づきを授業の枠を越えて他者と共有

し社会に働きかけることを重視しており、ボランティアセンターと協力・連携しながら授業後の活動も支

援することを掲げている。実際に両センターと関わりながら本学のポール・ラッシュ博士記念奨学金に採

択されて活動した学生の事例もある。しかし、本設問の学生の回答からは、「次のステップ」へ踏み出すた

めの多面的なアプローチが必要であることがわかる。実際に学生が社会で活動するための具体的なアプ

ローチの方法や、学生同士の交流を企図したプログラムの実施の他、両センターでの学生支援の在り方や

取り組みについては、さらなる研鑽を積みながら、今後の課題として取り組んでいきたいと考えている。 

 

図表19．RSL 実践系科目の社会的課題の活動先として、どのようなフィールドがあるとよいと思いますか。 

      ※執筆者の判断で内容が重複する回答を除き、抜粋・原則として原文ママ（明らかな誤字等は修正のうえ掲載）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表20．RSL 実践系科目を履修した後の学びの場、活動の場として、どのようなプログラムがあるとよいと思いますか。 

※執筆者の判断で内容が重複する回答を除き、抜粋・原則として原文ママ（明らかな誤字等は修正のうえ掲載）。 

   
文責：大森真穂・福原充 

(RSLセンター教育研究コーディネーター) 

詳しくはないですが、ボランティアなどの地域と関わる活動は学びを深めてくれると思います。
また、国外で行われているプログラムも自分の学びを広げる場になるのではないかと期待します。

色々なプログラムを実施した人達を集めて，新たに課題を見つけ解決していくということプログラ
ムがあると良いと思う。なぜなら、せっかく個々のプログラムで新たな気づきが深められたのなら
ば、それを他のプログラムの人達と共有しないのは勿体ないと思ったからだ。

RSL履修生のサークルなど？

プログラムの例は思いつかなかったが、授業が終わった後に実際に活動に参加したいと思ったと
き、誰にどこにどう問い合わせたらいいのか、ボランティアセンターに行けばいいのか、次のステッ
プへの案内も少しあると嬉しいと感じた。

障害のある方や高齢者との関わりを通して学ぶプログラム、または ホームレス支援など生活困窮
を題材にしたプログラム

その後も学びを継続できるようなRSL科目で触れた問題の情報共有

ホームステイ、他大学の学生との交流

地域密着のイベント活動の参加

実際にLGBTQの方々と対話し、それについて触れる機会があると良いと感じました。

南魚沼の他にも、持続可能な生活をしている地域のモデル。

ソーラーパネルの設置を地域復興の一環としている地域があると聞いたことがあるので、再生可能エ
ネルギーが注目を集めている時代にそのようなフィールドへ赴くことができたらいいなと思います。

関係省庁（大学とのコラボ企画と銘打って），北海道（食料自給率が200％越えであり、何か見えてく
るかもしれない）

日本の外国人学校

会社の現場における正規雇用　非正規雇用
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